
高 OlJ

③ 
まずゆとり、車間距離にもこころにも。 (55年交通安全年間スローガンより)

と老人の生きがいミ

しめなわづくり
中里老人クラブ(遠藤東会長、会員28人)

は、今年から、生きがいを自らっくり出そ

う と、しめなわづくりに精を出していま

す。その出来栄えは見事なものばかりで・す。
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そ
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話
ガ
そ
れ
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
ニ
ワ
ト
リ
は
、
立
自
は
腕

を
告
げ
る
畳
一
E

鳥
と
し
て
宗
教
的
に
用
い
ら

れ
だ
り
、
ま
芝
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
戸
一
ン
戸

各
地
で
は
闘
鶏
と
し
て
娯
楽
問
に
飼
わ
れ

て
い
だ
こ
と
が
多
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
オ
ン
ド
リ
ガ
主
役
で
し
左
。
も
ち
ろ
ん
、

肉
や
卵
も
食
ぺ
ら
れ
て
い
だ
よ
う
で
す
ガ

( 3 ) 

'て



私

た

ち

の

マ

チ

い

ま

か

ね
H

を
よ
り
住
み

よ
く
す
る
た
め
町
で
は
、
生
活
環
境
、
経
済
基

盤
、
社
会
福
祉
の
整
備
充
実
を
柱
に
、
こ
と
し

も
普
通
建
設
工
事
費
に
十
五
億
四
千
八
百
万
円

災
害
復
旧
工
事
費
に
三
千
六
百
九
十
万
円
に
の

ぼ
る
事
業
を
計
画
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
今
年
度
の
お
も
な
工
事
の
進
み
具

合
と
、
完
成
し
た
建
設
工
事
を
写
真
で
み
て
み

舎
か

tυ
ト
ふ
入
ノ
。

日川
U

η同
υ

教育施設や生活環境整備

〈づ町む選

事

-
町
道
南
寒
昇
線
舗
装
工
事

-
中
学
校
統
合
校
舎
建
築
工
事

昭
和
五
十
六
笠
完
成
を
め
ざ

し
中
学
校
の
建
設
工
事
は
、
急

ピ
y
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

r。
，

A
7年
度
の
工
事
内
容
は
、
特

別
教
室
、
管
理
棟
等
、
建
設
面

般
二
千
三
百
=
平
方
灯
、
そ
の

他
グ
ラ
ン
ド
施
設
設
備
、
外
出
削

(
緑
樹
帯
、
照
明
)
工
事
な
ど
、

工
吠
四
億

一
千
七
百
五
士
-芳

円。

-
今
金
町
国
保
病
院
新
築
工
事

昭
和
五
十
四
年
に
着
工
し
た
、
阿
国

保
病
院
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
建
築
工
事
は
、
旧
病
院
を

解
体、

建
築
面
訟
-平
七
百
五
平
方
れ

他
に
、
外
術
、
庭
閣
工
事
や
看
護
婦
、

職
員
宿
舎
(
商
関
七
百
三
十
八
平
方
引
)

を
建
設
。
工
費
は
六
億
七
千
三
百
八
十

一方
円
を
投
入
、
全
工
事
が
終
り
ま
し

た。

T 

-
第
二
幹
線
支
線
川
災
害
復
旧
工
事

昭
和
五
十
四
年
災
害
に
あ
い
、
災
害
復
旧
工
事
で

採
択
、

総
事
業
政
一
千
五
百
八
万
円
で
、
延
長
百
六

十
日
ブ
口
y
ク
三
面
張
工
法
の
立
派
主
河
川
が
完
成
。

b 

• 町
道
智
且
十
号
線
舗
装
工
事

-
種
川
温
泉
休
憩
所
新
築

工
事

掛
川
に
木
造
平
家
迷
、
建

築
而
約
三
百
七
十
四

二
二

平
方
日
総
事
業
費
、
六
千
九

百
二
万
円
で
建
設
。
う
ち
北

海
道
市
町
村
振
興
補
助
金
二

千
万
円
を
受
け
入
れ
完
成
。

集
会
室

(約
四
十
人
収
容
)

一
、
研
修
室
一

、ハ
診
車
男

女
各
一
づ
っ
と
寺
、
て
い
ま

す
。
オ
プ
ン
は
五
十
六
年

一
月
中
旬
の
干
定
。

-
公
営
住
宅
新
築
工
事

商
工
団
地
隣
に
二
階
建
(
一
種
)
一

棟
四
戸
、三
千
百
九
十
七
万
円
、平
家

建
(二
種
)
二
棟
八
戸
、
六
千
百
五
十

四
万
円
。

(4) 

日
進
地
区
と
金
原
地
区
を

結
ぶ
唯

一
の
短
絡
線
。
本
年

は
、
路
線
改
良
延
長
千
七
百

六
十
口
、
巾
員
五
五
引
事

業
政
一
億
六
千
万
円
。
全
線

五
十
七
年
予
定
。

-
中
央
通
り
線
街
路
工
事

町
道
中
央
線
街
路
事
業
は
、

本
年
度
分
工
事
政
五
平
百
万
円

で
、
三
百
九
十
七

・
五
討
の
舗

装
が
終
り
車
道
九
日
と
左
右
三

討
の
歩
過
が
完
成
。
町
巡
回
代

的
掛
か
ら
道
々
丹
羽
今
金
線

(現
中
学
校
前
)へ
接
続
し
ま
し

た
。
本
年
度
を
も
っ
て
全
線
が

完
成
し
、
文
字
と
お
り
メ
l
ン

ス
ト
リ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

-
八
東
地
区
園
場
監
備
事
業

五
十
四
年
度
か
ら
着
工
、
本
年
度

は
六
十
二
士
一C
実
施
(写
真
)
は

近
々
八
雲
1
4茎
線

(日
進
橋
附

近
)
か
ら
望
む
。

-
教
員
住
宅
新
築
工
事

統
合
中
干
校
前
に
、
校
長
、
教
頭

住
宅
各
一
竺
戸
、
教
員
岱
モ
一

棟

二
戸
一
一
千
七
百
七
十
万
円
で
完
成
。

( 5) 
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道
南
唯
一
の

一
級
河
川
・
後

一

志

利

別

川

左

岸

・

の
AV
金
町
住
吉

ー
北
桧
山
町
河

口
一
帯
を
対
皐

と
す
る
大
規
模

一

在
国
汗
白
神
山
轄
か

ん
が
い
排
水
事

業
「
北
桧
山
左

)

伴
」
が
、
事
業

一

申

前

後

二
十
四

年
ぶ
り
に
今
秋

完
成
。
国
の
直

結
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
北
桧
山
左

「北桧山左岸」完工を祝う

岸
」
を
祝
之
完
工
式
が
十

一
月
二
十
七

貝
A
マ
金
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。受

益
町
で
あ
る
A
司
金
、
北
桧
山
、
瀬

棚
町
の
利
別
川
沿
い
三
町
の
関
係
者
や

函
館
開
発
建
設
部
、
桧
山
支
庁
各
町
代

表
者
な
ど
三
百
一
四
十
人
が
出
席
、
念
願

だ
っ
た
農
業
用
水
の
確
保
と
治
水
が
実

現
し
た
こ
と
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

こ
の
か
ん
排
事
業
は
、
利
別
川
左
淳

に
あ
る
今
金
町
住
吉
か
ら
、
北
桧
山
町

兜
野
河
口
ま
で
の
水
田
千
四
百
五
十
九

C
め
用
ホ

補
木
と
、
百
十
二
↑仁
に
わ

た
る
排
水
宣
地
宣
が
主
主
内
容
で

す
。
そ
の
受
益
総
面
積
は
千
八
百
六
十

七
ド
甘
い
お
よ
び
、
受
益
農

家
戸
数
は
一
二
百
九
十
戸
。

主
要
な
施
設
は
住
吉
の
頭

首
工
を
は
じ
め
、
延
長
一

万
三
千
百

μ余
の
第
一
幹

線
、
同
一
万
七
千
百
五
十

日
余
の
第
二
幹
線
用
水
路

千
四
百
M
の
幹
線
排
水
路

西
兜
野
排
水
機
局
者
ど
か

ら
成
っ
て
お
り
、
総
事
業

費
は
二
十
九
億
七
千
八
百

万
円
の
費
用
が
投
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

完
工
式
と
そ
れ
に
続
く

祝
賀
会
で
は
、
こ
の
工
事

に
関
係
し
た
多
く
の
物
故

者
に
黙
と
う
し
た
あ
と
、

故
・
安
部
殺
維
氏
(
前
今

金
町
長
)
故
松
(
官
立
巾
氏

ー与

い
に
瀬
一
湖
一
線
を
存
続
式
併
せ
ま
う
い
i
r
!
?
z
f

H

日目
沿
線
住
民
側

2

トト
ル
の
総
泌
起
集
合
引

国
鉄
瀬
棚
紋
の
存
続
を
求
め
る
、
沿

線
住
民
の
総
決
起
一
集
会
が
十
二
月
八
日

A
丞
町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
地
域

住
民
の
足
と
な
っ
で
い
る
瀬
棚
線
の
廃

止
は
あ
く
ま
で
も
反
対
し
て
い
く
こ
と

を
決
議
し
ま
し
た
。

総
決
起
集
会
は
、
国
鉄
再
延
法
の
成

立
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
か
ね
な
い
瀬
棚

線
の
存
続
を
め
ざ
そ
う
と
開
催
さ
れ
と

も
の
で
、
集
会
に
は
お
よ
そ
六
百
二
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

砂
反
対
を
訴
え
る
書
加
者
で
い
っ
ぱ
い

集
会
で
は
先
ず
、
瀬
棚
紛
の
存
続
辺

助
を
推
進
す
る
た
め
、
集
会
に
先
立
っ

て
沿
線
の
血
A
品
、
北
桧
山
、
瀬
棚
、
大

成
、
長
刀
部
の
五
町
で
結
成
し
た
瀬
棚

線
存
続
則
成
会
会
長
の
河
端
町
長
が

「
仙
川
勢
は
き
び
し
い
が
住
民
の
唯

一
の

足
で
あ
る
瀬
棚
線
の
存
続
を
勝
ち
と
る

ま
で
粘
り
強
い
迎
助
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
だ
。

こ
の
あ
と
同
体
、
住
民
代
表
の
決
な

表
明
で
、
「
聞
は
法
案
誹
議
に
当
た
り
住

民
の
意
見
を
其
剣
に
聞
か
な
か
っ
た
」

(
4
よ
u
農
協
村
本
組
合
長
)
、
と
述
べ
桧

山
北
高
P
T
A代
表
(
伴
昨
日
雄
さ
ん
)

は
、
瀬
棚
線
廃
止
に
よ
っ
て
、
川
ス
通

学
に
よ
る
生
徒
、
父
母
が
受
け
る
経
済

負
担
の
増
加
や
通
学
上
の
不
安
を
訴
え

続
い
て
大
成
町
の
漁
協
組
合
長
、
瀬
棚

町
、
長
万
部
町
の
商
工
会
代
表
な
ど
か

ら
熱
っ
ぽ
い
訴
え
が
続
き
ま
し
と
。

最
後
に
大
成
町
の
古
川
薄
町
長
が
「
産

業
や
教
育
の
動
脈
で
あ
る
瀬
棚
線
を
廃

止
す
る
こ
と
は
、
住
民
生
活
を
破
線
す

る
暴
挙
で
あ
り
絶
対
認
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
」
と
い
う
決
議
文
を
読
み
上
げ
、

満
場

一
致
で
こ
の
決
議
文
を
採
択
し
ま

し
た
。
こ
の
決
議
書
は
関
係
官
庁
等
に

要
初
さ
れ
ま
し
た
。

(元
北
桧
山
町
長
)
天
羽
友
馬
氏
(
元
瀬

棚
町
長
)
ら
四
十
三
人
に
表
彰
状
、
中

島
竹
市
氏
(
住
吉
)
ら
十
三
人
に
感
謝

状
が
、
そ
ね
ぞ
れ
北
部
桧
山
総
合
か
ん

排
推
逃
委
員
会
の
寸
桜
沢
正
男
(
北
桧

山
町
長
)
か
ら
贈
ら
れ
ま
し
た
。

人
論
集
落
セ
一
ン
白
川
崎4
V完
成

J
で一号

7
1
d
v

-4

長

地
域
住
民
の
活
用
に
期
待

今
年
の
八
月
か
ら
八
鈴
地
区
に
建
設

中
の
集
務
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
ま
し
た
。

同
地
区
は
今
金
市
街
地
に
隣
接
し
た

近
々
今
金

・
北
桧
山
線
沿
に
あ
り
、
二

十
六
世
帯
、
百
四
十
四
へ
か
集
落
合
作
っ

て
い
る
純
農
村
で
す
。
同
地
区
の
集
会

施
設
は
、
こ
れ
ま
で
小
規
模
の
会
館
が

あ
る
が
狭
少
で
利
用
す
る
に
も
限
定
さ

れ
が
ち
。
こ
の
た
め
、
自
由
に
利
用
で

き
る
集
会
施
設
が
欲
し
い
、
と
い
う
の

が
同
地
区
住
民
の
宿
顕
だ
っ
た
。
こ
ん

ど
農
業
村
落
盤
側
特
別
対
策
事
業
と
し

て
町
が
国
廊
補
助
な
ど
を
受
け
て
集
落

セ
ン
タ
ー
を
越
設
す
る
こ
と
に
な
り
総

工
貨
一
千
七
百
九
十

一
万
円
で
近
代
的

な
集
会
施
設
主
語
さ
せ
た
も
の
で
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
プ
ロ
y
ク
平
家
建
て

延
べ
而
政
百
十
一
平
方
日
あ
り
、
内
部

に
は
各
種
の
会
合
が
で
き
る
集
会
主
や

研
修
室
、
鯛
理
実
習
室
な
ど
が
設
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
地
元
で
は
「
永
い
間

の
念
願
が
よ
う
や
く
か
な
っ
た
」
と
大

喜
び
。
こ
の
集
落
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に

昭
和
五
十
六
年
一

月
一
口
か
ら
の
適
用

法
律
は
、
私
と
ち
が

日
常
の
社
会
生
活
を

秩
序
正
し
く
首
ん
で

い
く
た
め
に
な
く
て

は
な
ら
を
い
も
の
で

す
。
同
時
に
、
安
全

で
幸
せ
奇
生
活
を
実

現
し
で
い
く
た
め
の

H

後
ろ
盾
H

に
な
っ
て

く
れ
る
の
も
法
律
で

す
。
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
法
伶
を
よ
く
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
先
の

国
会
で

一
部
改
正
さ
れ
た
「
民
法
」

(昭

和
五
イ
六
年

一
月
一
日
か
ら
適
用
)
の

う
ち
、
私
な
ち
の
郭
ら
し
に
関
係
の
深

い
主
主
改
正
占
…
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

昭和56年
1月1日から施行圏

配
偶
者
の
相
続
分
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

配
偶
者
の
相
続
分
が
、
子
ど
も
と
と

も
に
相
続
す
る
と
き
は
遺
産
の
二
分
の

一
(
A
7

ま
で
は
三
分
の

こ

、
被
相
続

人
(
死
亡
し
た
人
)
の
前
系
卑
成

(同

組
)
と
と
も
に
相
続
す
る
と
き
は
一二
分

の
こ

(
今
ま
で
は
二
分
の

こ

、
被
相

続
人
の
兄
弟
姉
妹
と
と
も
に
相
続
す
る

と
き
は
四
分
の
三

(
今
ま
で
は
三
分
の

二
)
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
け
ら
れ
ま

し
た
。

同
時
に
、
相
続
税
法
の
改
正
に
よ
り

よ
っ
て
農
業
者
の
研
修
意
欲
が
高
ま
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
婦
人
、
子
供
、
老
人

の
活
用
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

。八鈴集落センタ一平面図。

省会盗

配
偶
者
に
対
す
る
相
続
税
に
つ
い
て
も

そ
の
相
税
制
が
遺
産
の
二
分
の
一
以
下

(今
ま
で
は
三
分
の

一
以
下
)
又
は
問
千

万
円
以
F
の
川
崎
介
は
、
持
糾
問
さ
れ
奇
い

こ
と
に
な
り
ま
し
と
。

遺
産
の
分
割
を
適
正
に
す
る

た
め

「寄
与
分
制
度
」
が
新

設
さ
れ
ま
し
た

寄
与
分
制
度
と
は
、
亡
く
な

っ
た
人

の
財
産
を
維
持
し
た
り
噌
や
し
た
り
す

る
の
に
努
力
し
た
伺
続
人
に
対
し
、
そ

の
分
を
ぷ
」
詩
労
川
H
H

と
し
て
ト

4

倒
み

し
て
相
続
さ
せ
る
こ
と
を
認
め
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

~

寄
与
分
の
額
は
、
相
続
人
全
員
の
屈

し
合
い
で
定
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま

す
が
、
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
と
き
は

寄
与
し
た
相
続
人
の
請
求
(申
し
立
て
)

に
よ

っ
て
、
主
庭
裁
判
所
が
寄
与
分
を

定
め
ま
す
。

兄
弟
姉
妹
の
代
態
相
続
人

(相
続
人

が
死
亡
な
ど
に
よ

っ
て
相
続
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な

っ
た
場
A
u
、
代
わ
り
に

相
続
す
る
人
)
の
範
囲
が
決
め
ら
れ
で

い
ま
せ
ん
で
し
と
。
こ
れ
が
、
今
回
の

改
正
に
よ

寸
で
、
被
相
続
人
の
兄
弟
姉

妹
が
相
続
人
で
品
る
均
A
H
の
代
襲
相
続

人
は
、
兄
弟
姉
妹
の
子

(被
相
続
人
の

わ
い
、
め
い
)
に
制
限
さ
れ
る
と
と
に

な
り
ま
し
た
~
。

「遺
留
分
」
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

属
国
保
険
法
に
基
づ
く
「
梢
究
給
付
金
」

(
積
営
寒
冷
地
冬
期
服
用
促
宅
和
付
金
)

の
制
度
が
、
こ
の
ほ
ど
大
幅
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
お
も
な
改
正
点
は
次
の
と

台
り
で
す
。

①
給
付
金
の
支
給
対
畿
日
数
を
「
十

日
以
主
」
か
ら
「
二
十
日
以
正
」
と
す

る。②
給
付
金
の
支
給
は
一
人
一
回
限
り

と
す
る
。

③
雇
用
期
間
を
一
壬
日
以
上
と
す
る
。

④
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
一
労
働

者
当
た
り
二
区
分
と
し
対
象
日
数
二
十

日
以
上
二
十
五
日
末
満
の
者
六
万
八
千

円
、
二
十
五
日
以
上
の
者
十
万
二
千
円

と
す
る
。

⑤
事
業
主
が
季
節
労
働
者
に
支
払
う

賃
金
額
か
ら
一
一
一
干
一
四
百
円
以
上
に
改
め

る。⑤
通
年
自
標
数
が
達
成
さ
れ
な
い
場

合
、
そ
の
末
述
成
教
を
次
年
度
の
通
年

回
線
数
に
加
算
す
る
。

⑦
企
業
組
合
に
も
通
年
服
用
目
標
数

を
設
定
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
職
業
構
宵
な
ど
に
つ
い

て
も
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
函
館
公
共
職
業
安
定

所
北
桧
山
分
庁
舎

(O
Z
モ
八

4

1
5
7
2
4
)
に
台
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。「

遺
留
分
」
と
は
、
相
続
人
が
取
得

す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
最
低
限
度
の

財
産
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
遺
留
分
は
、
直
系
卑
属

(子
や
孫
)
の
み
が
相
続
人
の
場
合
、
及

び
直
系
卑
印
刷
と
配
偶
者
が
相
続
人
の
場

合
は
相
続
財
産
の
二
分
の
て
そ
の
他

の
場
合
は
相
続
財
庄
の
三
分
の

一
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
し
と
。

今
阿
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
「
相

続
財
斤
の
三
分
の

こ

と
さ
れ
て
い
る

「
そ
の
他
の
ぬ
A
n
」
の
中
で
、

O
配
偶
者

の
み
が
相
就
人
の
と
き
、

O
配
偶
者
及

び
直
系
卑
片
山
が
相
続
人
の
と
き
、
又
は

O
配
偶
者
及
び
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
の

と
き
の
遺
留
分
が
、
相
続
財
姥
の
二
分

の
一
に
引
き
と
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
配
偶
占
の
相
続
分
が
引
き

七
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
遊
館
分
に

つ
い
て
も
、
相
続
人
中
に
配
偶
者
が
古

ま
れ
る
場
合
は
、
す
べ
て
二
分
の

一
に

引
契
1
4け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

[ 6 ) 

[7) 



迎 えで
桧山支庁長 高山 照之

管内のみなさん、明けましておめでとうございます。

欄かしい昭和56年の新春を皆さんとともに迎えることがで

きましたことを心からお度ぴ申 l _~.げます。

昨年は、激 Lい内外の社会情勢の変動の中にあって、経済

環境は依然としてオベック諸国による原油の大幅値上げの影

響を強〈受け、ますます深刻化を増し、それに伴っτ公共料

金の値上がりをはじめ、諸物価の高騰等により.私達の生活

環授は献に厳しいものがありました。このように激動する社

会にあって、管内の基幹産業である農業は、 8月中旬以後の

低温が捉いし、水稲について10<1'来の凶作に見持われ、非常

に憂慮されたところでありますが、加えて第 2次減反問題が

縫起されるなど、農業をめぐる諸情勢は一段と厳しいものが

ありました。

しかし、管内は混暖辛気候と地昧些かな土捜晶件を有して

おり、これらの持柑を生かした農業生産の向上を図るため、

生産基盤の整備をはじめ、農業の構造改軒、水田の総合利用

の促進、後継者の育成、農業品格的環境整備等に努力して事

らなければならないと存じます。また、水産業におきましで

は、ます、いか漁とも前年の生産量nを大きく下回り、燃油盟

をはじめ諸経j此の増加l等も加わり 、漁業経世はたいへん厳し

い状況にありま L止。

このような状況をふまえ、水産業の定定的it発展を図るた

め、さけ、ます増殖*裁の推進、 55年度からスタートしと新

沿岸漁業構造事業をはじめ、各極事業による漁場づ〈りを積

極的に実施L、沿岸資額のm大を図りながら資源管理型のi.((¥

業を推進する必要があると考えます。さらに、林業につきま

しでも、厳しい有でもありま Lたが、森林造成、林道開設itど

轟林生産基盤の整備を進め、保安林の整備、治山!JI輩の拡大

強化に努めて事ら辛ければ主らないと存じます。本年も 私

は新たな気持をも って桧山広域生活圏振興計幽を位に、桧山

の棄しい自拙環境の梓世を生か Lた地峨づくりと、地場産業

向育成、商工業の体質の強化、生活、産量の基盤整備、相祉

の充実、また l~'ÿ;1 の豊かな人 1m形成を図るため、江差町を

中心とした大税政野外活動施設の整備促進等についてl剖係町、

関係団体との述棋を強化L努力して事るとともに、管内は道

路網の盤備をはじめ着々と開発が進められできましとので、

明るく盟かで詰力に渦ちた郷土挫殺のため 地域的方々の温

かいご埋解とご協力をいとだきながら、諸般の施日むを積極的

に推進Lで参るpfr存でございます。

皆さんも郷土発展のため、 府のこ:MJWをお願い申しあげ

ますとともに、並々のご健勝とごt-幸を心から祈念いたしま

Lて新年のごあいさつといたします。

...: 
あ
北海道知事

明けましておめでとうございます。

昭和田年の新容を道民の皆さんとともに迎えることができ

ましたことは、私のこの上主い喜びであります。

a1年は、国際的にも予測できないような事態が相次いで発

生し、まさに不透明の時代といわれる1980年代の幕あけを卑

徴するよフ者多難な年でもありました。

本辺では、米の減反や牛乳符の農業問題に加えて冷害の発

生、外国il!!.J組問題、さらには国主似也方交通話i問題、企業倒産

の}廿加などに誠に厳しいものがあり、道民の皆さんのご労苦

も並みたいてい由ものではなかったと 思います。

LかL、ーブJにおいては、昭和64年完全国体の本道11日仙の

内定、苫京工業基地における火力発屯所の運転開始、カナダ・

アルパータ州との姉妹提携企ど‘いくつか向明るい動きがあ

り、ま丘北方領土の返環運動も1800万人の署名の実現ととも

に全国的に大きいもりあがりをみせた年であ ηました。

永年の道民的，lJ:'ーであった皆函トンネルも、本年末までには

先進部坑が古称県側と Il~l ìÆ l 、本道と本州が津軽海峡の海底

下、100メートルで結ばれる予定でゐり、また、千歳空港の国

際化や苫車工業基地でも、石油備帯基地の挫祉について日自動車

工業の践致が具体化の方向にあるなど、本有は、主要プロ ジ

ェクトが丘実に進展し、本道発展的基盤づく門に明るい展望

が聞かれる}閉待の'1でもあります。

さて、本'1は「完全事加と平等」をテーマと Lて掲げた国

際限害者年であ ηます。

道としては、この間害者年に関連し各掴l事業を実施ヲるこ

ととしておりますが、陣容者の告さんが、それぞれの地域社

会の中で盟か缶、希望のもてる生活を'昂むことができるよう

心から念願しております。

雄大な自然のII自¥it資源に恵まれ、未来への大きな可能性

を秘めた北海近は、図的第三次全国総合同l発計画でもおい位

置づけがなされ、わが国の繁栄に重要企役割lを担っているの

であります。このよう寄北海道において、ミ北方の風土に恨ざ

したたくましさとうるおいに満ちた盟か岳地域社会ミをつく

りあげるのが、私の出iいて'あります。

今年も、内外の詩情勢は(t(献として厳しく、道民生活の安

定や産業の発展をはかるうえでt-<の課題が予想されますが

道民の皆さんとともに、これらの閑雌を克服し、本道的確か

な未来を切りひら〈ため、 tii新にして大胆な道政を力強く推

進し、ミとり年とにふさわしく、大いなる飛E引を閉Lてまいる

決意であります。

新春に当たり、所信の一端を申し上げるとともに、皆さん

のご多幸とご健勝を祈念し、年頭のごあいさつといたしますロ

を春新
主11:，"
I';J :tム

さつ

堂垣内

しミE員年

つ
ぎ
の
よ
う
な
手
当
や
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

ー
ま
だ
申
請
し
て
い
な

J
A
正、

ー

;
1
'
i

父
母
が
雌
婚
、
父
が
死
亡
、
行
方
不

明
、

廃
疾
等
の
状
態
の
と
め
、
J
I
八
歳

末
満
の
児
童
を
母
ま
た
は
時
以
外
の
養

育
者

(祖
父
母
等
)
が
扶
養
し
て
い
る

と
き
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
母
ま
と
は
母
以
外
の
養
育
者

が
国
民
年
金
法
に
基
づ
〈
陥
申
請
祉
年

金
、
者
令
祈
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金

給
付
を
受
け
で
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

マ
給
付
手
当

(月
初
)

児
童

一
人
の
場
合
二
万
九
千
三
吉
円

児
霊
二
人
の
場
合
三
万
四
千
三
百
同

三
人
か
一勺
一
人
に
つ
き
二
千
円
加
算

身
体

(身
体
隙
常
者
手
帳

一
一
一
級

ま
た
は
三

-
四
級
の

一
郎
に
骸
当
す
る

郎
容
)
ま
た
は
梢
神
に
重
度
の
陣
容
が

あ
る
二
十
段
末
摘
の
児
童
を
挺
育
し
て

い
る
人
に
支
話
さ
れ
ま
す
。

マ
給
付
手
当
(
月
額
)

一
級
に
該
当
す
る
陣
容
児

三
万
三
千
八
百
円

二
級
に
該
当
す
る
陪
魯
児

二
万
二
千
五
百
円

早
急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
l

身
体
ま
た
は
州
削
炉
釦
引
が

あ
る
人
で
、
日
出
生
活
に
h

布
い
て
同
時

の
介
泌
を
必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。告

お
、
社
会
祈
祉
胞
反
等
施
投
入
所

有
1
4
び
附
故
国
福
制
年
金
を
除
〈
山
崎
正
問
を

支
給
理
由
と
す
る
年
4
も
を
空
け
て
い
る

と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

マ
給
付
手
当

(月
初
)九

千
二
百
五
十
円

固
感
謝
し
ま
す
図

.
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
予

舵
払
出

マ
菱
田
英
広
さ
ん

(昭
利
町
)
か
ら
香

典
の
一
部
を
盟
労
回
二
万
内
、
光
の
虫

学
園
へ

二
万
円
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
へ

一
万
円
マ
ク
ッ
キ
ン
グ
サ

ー
ク
ル

(代
表
白
山
舵
チ
さ
ん
)
か
ら

み
か
ん
二
函
型
車
吋
闘
ヘ
マ
僚
出
町
長
男
さ

ん

(八
束
)
か
ら
キ
ベ
ベ

γ
十
二
公

ゴ
ボ
ウ
凶
た
を
盟
舟
図
ヘ
マ
新
ロ
ヰ
船

人
的
会
A
Z止
支
部

(代
表
長
浜
附
子
さ

ん
)
か
ら
五
千
円
を
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
ヘ
マ
A
チ
州
人
会

(代
表

生
他
キ
ヨ
エ
さ
ん
)
寸
勺
保
安
官
パ
ン

チ
五
卜
五
個

(交
通
安
全
校
光
材
三
干

八
百
ru卜
円
)
を
品
本
K

幼
雄
副
ヘ
マ
大

合
一傍太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら
各
三

下
円
を
光
の
虫
干
陶
・
小
行
A
H
仰
悼
行
国

ヘ
マ
向
島
チ
エ
チ
さ
ん

(輿
樋
川
)
か

ら
衣
料
品
卜
丘
河
川
を
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
ヘ
マ
千
葉
進
さ
ん

(t
H叫

川
)
か
ら
ぬ
鈴
相
官

(六
ト
?
?
人
)
土

一

依
を
盟
舟
国
ヘ
マ
古
世
稚
縦
一
さ
ん

(田

代
)
か
ら
衣
料
品

(中
古
)
五
点
を
ポ

ラ
ざ
ア
イ
ア
セ

ン
タ
ー
ヘ
マ
中
川
尚
徳

さ
ん

(回
代
)
か
ら
衣
料
品

(中
古
)

三
占
"
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ヘ
マ

棚
桁
粕
次
郎
さ
ん

(南
栄
町
)
か
ら
各

一
万
円
を
並
設
問
先
の
単
年
阻
ヘ
マ

ル
小
沼
敏
江
さ
ん
(
東
町
)
か
ら
品
V
M外

十
七
点

(中
古
)
を
ポ
一
フ
ノ
テ
イ
ア
セ

ン
タ
ー
へ
。

帯
品
び
老
人
夫
い
附
と
児
輩
の
判
部

O
満
七
十
段
以

t
の
人

O
屯
度
心
身
附
品川U
舟

(身
体
附
害
者
手

帳
一
一
一
語
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
。
知
能
指
数
が
お
#
む
ね
三
l
五

以
下
の
人
)

O
母
チ
~
主
出

(子
に
つ
い
て
は
義
務
教

育
終
了
ま
で
無
匂
母
に

つ
い
て
は

チ
が
渦
十
八
歳
に
な
る
ま
で
入
院
の

み
無
料
。

た
だ
し
千
を
扶
品
質
し
て
い

る
均
合
に
限
る
)

O
乳
幼
児

(
O歳
か
』
主
ニ
蔵
末
泌
に

つ

い
て
は
入
院
、
通
院
と
も
担
料
、

三

裁
か
ら
六
歳
末
満
に
つ
い
で
は
入
院

の
み
担
糾
)

マ
手
続
き
に
必
変
な
も
の

-
健
康
保
険
征
印
鑑

eE
度
心
身
附

害
占
、
心
身
陥
舎
に

つ
い
て
は
障
害
者

で
め
る
こ
と
を
証
明
す
る
占
類

(身
体

附
害
者
手
帳
、
診
断
主
等
)

産
宅
の
ね
た
き
り
老
人

(渦
六
十
五
/

議
以
上
)
、
重
度
心
身
障
害
者
、
特
定

疾
忠
忠
者
で
六
ヵ
月
以
十
一
継
続
し
て
市

時
ね
と
き
り
の
状
態
に
あ
り
、
食
事
、

入
浴
、
歩
行
等
が
悶
錐
の
た
め
、
品
川
吋

介
税
者
が
必
要
な
場
合
、
介
議
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

な
台
、
ね
た
き
り
老
人
等
に
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
で
い
る
と
き
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

守
給
付
手
当
(
月
組
)

〈
は
り
・
き
ゅ
う
・あ

ん
摩
等
の

治
療
費
の
助
成
〉

z 

つ
ぎ
の
人
を
対
象
に
医
療
貨
の
無
料

化
を
実
施
し
で
い
ま
す
。

O
渦
六
十
E
歳
以
上
六
十
九
段
の
人

ひ
と
り
芥
ら
し
世
格
、
老
人
夫
婦
世

貯
、
空
」
り
非
ら
し
老
人
と
児
蛍
の
世

対

象

渦

七

十

議

以

上

の

人

助
成
瀬

一
回
に
つ
き
八
百
円

マ
手
続
き
に
必
安
な
も
の

-
印
鑑

-
老
人
医
療
班
受
給
者
鉦
以
」

詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
認
へ

-v
小
林
昭
二
さ
ん

(抄
且
へ
き
地
保
育

所
)
か
ら
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
一
函
(
九

百
円
)
マ
天
沼
寧
さ
ん
(
神
丘
)
か
ら

み
か
ん
一
函
ヤ
福
岡
ワ
カ
さ
ん

(大
和

町
か
ら
み
か
ん

一
函
マ
今
金
町
役
場

開
判
口
組
合

(代
表
下
山
吏
治
さ
ん
)
か

ら
サ
イ
ダ
ー
一
函
マ
金
沢
竹
治
郎
さ
ん

(極
川
)
か
ら
み
か
ん

一
函
・
柿

一
函

・

袋
菓
子
十
袋
ヤ
森
山
誠
一
さ
ん
(
本
町
)

か
ら
缶
ジ
ュ
ー
ス
百
本
守
伊
東
フ
ミ
エ

さ
ん

(白
石
)
か
ら
み
か
ん
ご
血
中
宮

町
守
箇
さ
ん
(
八
幡
町
)
か
ら
ジ
ュ

ー

ス
七
十
本
マ
み
の
や
商
庖
(
八
幡
町
)

か
ら
ジ
ュ
ー
ス

一
周
マ
今
金
紛
人
会
(
代

表
生
他
キ
ヨ
エ
さ
ん
)
か
ら
サ
イ
ダ
ー

一
函
マ
野
代
殺
さ
ん
(
A
丞
町
幼
稚
園
)

か
ら
み
か
ん
二
函
守
や
ま
と
や
金
物
底

さ
ん
(
本
町
)
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
三
函
ヤ

台
も
と
・
さ
ん
(
末
広
町
)
か
ら
サ
イ

ダ
ー
一一一函
マ
き
よ
舟
司
い
こ
い
舟
司

さ
ん

(北
桧
山
町
)
か
ら
に
ぎ
り
寿
司

百
四
十
人
分
H
以
上
を
光
の
里
，
F
図
へ

寄
贈
あ
り
ま
し
た
。

編
集
後
記

0
・
こ
と
し
の
新
年
号
を
正
月
に
お

屑
け
す
る
た
め
、
十
二
月
号
は
本
号
と

合
併
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
政
と

、

家
庭
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
で
、
親
L
，

み
の
あ
る
広
報
紙
を
め
ざ
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈企
画
課
広
報
係
〉

( 8 J 

( 9 J 
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---
明るい選挙啓発ポスター

中里小4年鷲野美千代さん

諜大臣賞に輝く

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
窓
口
会

主
催
、
第
主
ム
面
の
五
十
英
ヰ
度
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
中
里

小
学
校
の
小
学
四
年
生
、
鷲
野
美
千
代

さ
ん
が
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
道
内
児
童

生
徒
が
挑
州
制
し
た
が
ど
う
し
て
も
入

賞
で
き
な
か
っ
た
難
関
の
コ

ン
ク
i
ル

で
見
事
、
優
努
作
品
に
選
は
れ
、
時
れ

の
田
中
・
文
部
、
石
破
自
治
大
臣
賞
を

哨
四
件
、
十
二
円
十
日
中
里
小
中
校
で
鶴

• E竺 旦旦三 ととヱ 旦 旦主 ヨ ロ口 お し ら せ 口口広 報 口口 お しら せ 口口 広 報 口口 おし らせ 口口広言

f!i躍進さんの長女(本舛)

ii手ーちゃん 2歳 lヵ円

ど

ん

れ

」
さ

け
ヨ
時

。

，F

る

お

の

子
え
の
、
る

の
見
い

し
き

女
に
し
だ
で

の
う
ら
き
て

望
よ
友
好
つ

侍
の
も
大
だ

し
の
γ

で
は
い

た
ち
れ
形
伝

わ
ん
こ
人
お

や
「
お
の

写真募集中、 3極ま でのお子

さんの目 前のスナッ プをお寄せ

くださ"0 一広報(f;ー

本
桧
山
支
庁
地
方
部
長
寸
勺
価
値
あ
る

抗
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
れ
#
作
品
は

全
国
の
小

・
中
学
校
、
高
校
合
わ
せ
て

六
千
十
三
校
寸
勺
二
十
四
万
四
千
七
百

五
十
五
点
に
逮
し
、
こ
の
中
か
ら
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ

六
点
の
計
十
八
点
が
俊
秀
作
品
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

鷲
野
さ
ん
は
四
年
生
の
部

の
ト
ァ
プ
と
な
り
道
内
か
ら
初
の
入
賞

者
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
し
た
鷲
野
さ
ん
の
作
品
は
、
女

の
子
が
乗
っ
た
ブ
ラ
ン
コ
が
広
い
牧
場

の
上
を
舞
い
、
ブ
ラ
ン
コ
を
支
え
る
綱

の
先
に
つ
け
た
五
つ
の
風
船
の
中
に
「
明

る
い
選
挙
」
の
文
H
T
Z砕
か
せ
た
ほ
ほ

え
ま
し
い
図
柄
。
風
船
の
色
が
ク
リ
ー

ム
色
か
ら
賞
、
オ
レ
ン
ジ
、
赤
、
背
と

し
だ
い
に
濃
く
な
る
な
ど
工
夫
も
こ
も
り

し
た
。
受
賞
し
た
驚
野
さ
ん
は
品
業
を

経
五
す
る
竹
幸
さ
ん
の
長
女
で、

同
小

六
年
の
兄
、
幸
代
君
と
二
人
兄
妹。

全
国
レ
ベ
ル
で
の
上
位
入
賞
は
鷲
野

さ
ん
は
も
と
よ
り
川
股
校
長
、
図
画
を

草
す
る
山
寺
寿
恵
子
先
生
は
、
念
取

を
速
成
し
「
つ
い
に
や
っ
た
」
と
大
喜

び
で
す
。

-
tf

f
私

学
詐
咽
間
罵
線
網
咽

d

必
需

一
噴
者
決
ま
rv

五
十
五
年
度
の
町
内
小
・
中
学
生
作

品
展
は
十
二
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で

町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

et出術
の
部
マ
町
長
賞
愛
国
利
可
干

(
住
吉
小
一
年
)
今
村
恵
子

(
Aふ
且
小

五
年
)
沌
坪
広
美

(八
卒
中
二
年
)
マ

町
機
会
機
長
賞
伊
藤
学
(
樋
川
小

一

年
)
西
日
開
之

(
今
金
中

一
年
)
高
橋
忠

利
子

容
蚤
中
二
年
)
マ
教
育
委
員
長

賞

河
島
竜
司
(
今
金
小
一
年
)
永
井

武
志

(
畠
蚤
小

一
年
)
干
一
設
忠
彦

(今

金
中
二
年
)
マ
教
育
長
賞
鈴
木
新
也

(
A益
企
一
年
)
鷲
野
幸
代

(中
皇
小

六
年
)
伊
藤
幸
夫
(
美
租
川
中
=
写
)

午前8時30分~午後 5時

今 午前12時

.機け金なF韓正

中小企鎌退職金共済

中小企業退職金制度が、このたびー部

改正されました。

この制度は、迫輔金制1&をもつことが

凪陣な中小企業に、国の瞳助で大企業と

同じような退職金を支払えるようにする

自I内で誼lすられでいるものです。

おも会改正点は、①「中小企草」の範

聞の拡大②掛け金n聞の引き上け@目 bl1

棚助金のt自主「⑪掛金川削を増閉したとき

の掛金措で掛け制的解消(以Jは12同1

日から施行}⑤過去勤務剛間制皮肉斬世

(5611:: 4月 1日施行)なと'て・す。

・輯与支払報告・の提出11早めに

給与支払報告書?は世主日がけ11日攻

在に{主んでいるr!i町村ごとに輯柑必射事

えて、直接担当市町村に。また 源泉世

収盟は輯与支払鰍符告と分離し、町役場

組朝出へ 1月31E1までに提出 Lで〈ださ

し、。
・水E闘の水揖きをお忘れなく

例年冬になると多〈的障理巾し込みが

あり、そのほとんどが凍結でタ。お出か

けのとき 、おや rみl犯には、戸締りや火

虫内崎ととも l二必らず水道の水拙きをし

ましょう。凍結して p.~描をかけても水が

マ
佳
作

菅
又
こ
う
い
ち

(
A
不
品
小
一

年
)
滝
本
忍

(息
蚕

小
一
年
)
伊
藤
明

子

(金
原
小
二
年
)
新
家
茂

(極
川
小

三
年
)
加
藤
ま
ゆ
み

(花
石
小
三
年
)

鷲
野
義
千
代
(
中
里
小
四
年
)
川
股
久

美
子
(中
卑
小
四
年
)
本
庄
郁
子

(極

川
小
凶
年
)
水
野
英
明
(
金
原
小
凶
年
)

花
井
怯
吾

(花
石
小
凶
年
)
坂
本
仲
吾

(極
川
小
五
年
)
田
中
消
美

(八
束
小

五
丘

小
山
尚
代

(
今
金
小
五
年
)
今

野
崎
行
(花
石
小
五
年
)
山
田
直
美
(
八

束
小
六
年
)
高
沼
千
賀
子

(種
川
小
六

年
)
鈴
木
早
紀
(
品
長
小
六
年
)
吉
田

良
二
(中
卑
小
六
年
)
赤
荊
盛
明

(花

石
中

一
年
)
川
平
時
美
(
種
川
中

一
年
)

門
間
以
知
子
(
花
右
中

一
年
)
飯
田
英

一
(
Aふ
詣
1

二
年
)
本
塚
ゆ
か
り

(
稲

川
中
三
年
)
沌
坪
祐
子
(八
束
中
三
年
)

広
田
秀
之

(美
利
刈
中
士
一年
)
樋
野
宏

美

(AZ圭
中
古
存
)
山
本
ゆ
き
お
(
今

金
小

一
年
)
西
弘
美

(
今
金
小
五
年
)

太
田
百
合
子
宗
主
品
小
五
年
)
杉
林
雅

之

容

金

型

孟
・)
桜
島
照
子

(A
ヴ金

中
一
年
)
太
田
文
卯

(
今
金
中

一
年
)

熊
沢
明
美

(
A手
品中
三
年
)

e啓
道
の
部
マ
町
長
賞
森
山
英
樹
(
A
7

金
小
凶
年
)
今
村
有
紀
(
A長

中

平

)

マ
町
機
会
横
長
賞
高
柿
維
部
子
(
今

金
小
六
年
)
広
沢
ま
な
み

(
A
よ
品中
二

年
)
マ
教
官
委
員
長
賞
田
上
千
絵
(今

金
小
二
年
)
森
山
美
樹
(
4茎

中

一
年
)

マ
教
育
長
賞
磯
辺
朋
生

(花
石
小
三

年
)
藤
井
み
ゆ
き

(種
川
中
三
年
)
マ

佳
作
小
山
朋
代

(
A
丞

小
二
年
)
花

井
と
も
ゆ
き

(花
石
小
二
年
)
宗
像
美

川

智
子
(
美
利
河
小
三
牢
)
油
家
正
志
(
神

丘
小
一言
)
菊
地
晃
平
(
今
金
小
三
ヰ
)

森
幹
線
会
長
小
山
主
務
辺
勝
美
(
住

吉
小
凶
年
)
川
股
久
美
子

(中
里
小
四

年
)
水
釘
英
明

(金
原
小
四
年
)
小
林

れ
い
こ

(今
小
一
年
)
高
級
浩

容

丞

小
四
年
)
山
口
純
子

容

壬
小
五
年
)

伊
藤
な
な
子
(
金
同
ふ
五
年
)
横
山
尚

子

(
Aマ金
小
五
年
)
藤
井
さ
と
み

(種

川
小
六
年
)
下
山
奈
緒
美
容
蚕
小
六

年
)
大
坪
ゆ
か
り
公
益
小
六
年
)
山

田
直
美

(八
束
小
六
年
)
佐
々
木
育
子

(
Aa
中

一
年
)
広
沢
f
h小子

(種
川
中

二
年
)
本
庄
伯
幸

(極
川
中
二
年
)
川

崎
康
仁
宏
尋
晶
・二
年
)
高
田
厚
子
(
A
7

金
中
二
年
)
吉
村
教
賢
(品本
格
三
年
)

利
回
佐
由
美
(
八
束
中
三
年
)
獅
戸
久

美
子
(金
原
中
三
年
)
渡
辺
者
博

(極

川
中
三
ヰ
)
鈴
木
新
也
(
ム
丞
小
二
年
)

今
村

E'
(A丞
小
五
年
)

a

〆

J
』

E
q
t

J

角
T
働
問

az

・3

家
庭
教
育
な
ど
論
議

-
日
年
度
連
P
研
究
大
会
・

「
た
く
ま
し
く
人
間
性
飽
か
辛
子
ど
し
い
成
長
を
は
か
る
に
は
、
学
校
と
家

も
を
育
て
る
P
T
A
活
動
の
推
進
」
を
庭
を
密
接
に
連
携
を
と
る
こ
と
が
必
要

主
題
に
昭
和
五
十
五
年
度
町
迎
合
P
T

親
の
立
場
、
干
の
立
場
を
は
っ
き
り
さ

A
研
究
室
奈
十

一
月
土
谷
町
内
の
せ
民
任
転
嫁
を
さ
せ
な
い
。
③
T
ど
も

小
中
学
校
児
童
、
生
徒
の
父
母
、
教
師
に
よ
い
環
岐
を
与
え
る
の
は
親
の
武
務

ら
P
T
A会
員
竺
六
O
名
出
席
し
て
で
あ
る
。

A
丞
に
え
映
画
の
立
看
板
」

町
民
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し

た

。

「

イ

ン

ベ

l
ダ
l
ゲ
l
ム
」
主
ど
非
行

開
会
式
に
続
い
て
、
分
科
会
に
移

り

要

因

が

あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の
P
T
A
活

第
一
分
科
会
で
は
P
T
A
活
動
の
進
め
動
の
働
き
か
け
が
大
切
。
な
ど
、
有
意

方
、
第
二
分
科
会
で
は
子
ど
も
の
育
成
殺
な
芯
比
が
続
出
し
ま
し
た
ロ

さ
ら
に
第
三
分
科
会
で
は
望
ま
し
い
社
説
い
て
午
後
か
ら
桧
山
教
育
局
指
準

会
と
し
て
良
い
環
境
つ
く
り
を
ど
う
進
課
長
の
斉
藤
文
雄
さ
ん
が
「
た
く
ま
し

め
た
~
り
よ
い
か
な
ど
具
体
的
な
問
題
を
い
子
ど
も
に
育
て
る
た
め
の
体
育
づ
く

出
し
な
が
ら
対
織
が
深
め
ら
れ
ま
し
ミ

り

」

の

テ

l
マ
で
徳
川
刷
、
「
親
と
子
が

出
さ
れ
た
主
宇
芯日ん
は
①
P
T
A
活

一

緒

に

な

っ
て
体
力
づ
く
り
を
す
る
マ
」

動
を
活
発
化
す
る
に
は
、
ま
ず
、
人
集
と
が
大
事
だ
」
「
子
供
だ
け
の
実
践
で

め
に
苦
労
す
る
の
で
一
千
校
の
参
甑
日
な
な
く
、
親
が
見
守
り
、
良
く
で
き
た
ら

ど
を
利
用
、

同
苦
し
く
な
い
も
の
に

L

H

ほ
め
て
や
る
H
」
な
ど
と
、

笠
宮
な

て
実
態
に
あ
っ
た
迷
子
乞
す
る
こ
と
が
例
を
挙
げ
主
が
ら
わ
か
り
や
す
〈
説
き

必
要
。
①
非
行
を
な
く
し
子
ど
も
の
正

ま

し

た

。

優
寝
従
業
員
告
義
彰

A
守
金
町
商
工
会
は
、
十
±
一
月
二
士
ニ

日、

(扇
勤
労
時
感ψ
誠
謝
の
日
旦
)
会
只
、
企
業
に

勤
め
る号、一承ホ
年
優
良
従
業
員
と
し
で
次

の
方
々
fJ

は
企
常
柴
拡
名

マ
十
五
年
以
上

宮
沢
三
昭

(
ベ
い

ゆ
)
新
谷
花
子

(
一
五
屋
)
稲
木
喜
代

曲刊の雄官での子どιのスキ ソリ遊

びは、忠にとび出すことになり非常に危

険です。絶体にやめさせまし ょうa

t底担の宮止めを

例今、 J.1l制の宮、つららの線下で人命

にかかわる'11政均担きでいます。宮止や

宮下 しなど歩行呂田安全に由意しま しょ

う。

TW<道に端物を欽也しない

歩道に出物や商品を政ill ~1 ると陪 ~n1
Eて'Jn闘することがあり.また歩行町支

F僚とをります。

園金融債閣の苦情受付

大政省では、従来から捗酬両組問金

持について0:，'，'怖を受け付けてきましたが、

近年、公共料金的自動揺U.拍与鍛込符

金融サ ピスの"1用が高ま るなど金融償

問と似たらの生活とは、ますます深いか

かわ ηを持つできておりますが、?ヲt金、

貸出等金融情聞との取ヲl上のことでお困

りになることがめる場合は句次のところ

へご迫慮なくお申し出 ください.

~お おrllし/1'，になるときは、できる

疋けお名前と取引金融機関名を明らかに

してくださ L、
t畳付窓口 大蔵省函館財務部理財源

・所在地函館市新川町田一18

. ，世話 (0138) 23-8445 

t受付時間

・平日

・土附H

・ 1月田当番底

1口北陸山町平医院 宮④ 5011

2日 北桧山町田1忠商院 n@5321

3日今金町国間耐院 曾 ② 0221

4日 今金町岩間医院 e② 0057

11日 今金町日悶医院 官 ②田24

15日今金町羽田医院 g② 0324 

18日今金町間保病院 g② 0221 

25日 北位山町田保病院 n@5321 

1月 2. 3日は午前小のみ

出ないときは年めに町、又は給水工事指

定感に連結しで障理してください.

。今金控崎(ri同町) ，.②盟叫@01田

b北村ポノプ庖(本 町) 古 ② 0552

b光生電凱商会(1Ii'~和町 ，.② 0155
b梅本世姉(八幡町) 宮 ② 0399

H、山盟備 (大和町 ，.② 2574

・国民年金町保険料は忘れずに

国民年金の筑3J凶分(10円分-12Ji分)

の保険料の納付則削は 11=1末日です。忘

れ-/'1こ納めましょう。

.家匝奉仕員'"募集

今金町社会補祉協揖会でもは‘次により

務処しております 。

t家出奉仕Q ホームヘル"ー)

b捗集人員 1名 (女性)35.l!-40歳ま

での1J

b老人介瞳に熱愈と誠実(;プJ

b幸子通向動車の免許取叫者

t胤歴谷昭和56年 1月四日まで必着

thl:l1¥ 
昨酬については、今金町役場TEL喧〉ー

0111 (内融40砕}社会福祉法人今金町社

会側祉協描会~Wf.~XJへ問い合せ〈ださい0

.季節労働者就労前、健康診断由実!Ii

包P節労曲者四方が世F者会身体で安心し

ではたら〈ために聞旅静断を実施します。

受診内容は胸部X輯.障尿，j(Jt[工測定でも、

受位料i主催料で，-/-. 

bと き 1 J J 20日 9時半から正午までも

bところ 今企町民センター

.陣雪作集にご憶力を

除俳宮を時懇的tニキメ細〈行うには何

んといっても地械のご協力をいただかな

けれIまなりません。

次回点にぜひご協力ください.

b聞上駐車的指，1

陣俳宮町f改λ;の陣容は路上駐車て'す。

1iiJf:誌に宮カ匂iJ1り、拍車が務るばか ηでな

〈、附雪や後日'1では'/1故につながり ます。

t (-ーどもスキ一、ソリ遊びの摂，1

子

(
楯
ほ
け
ん
堂
)

マ
十
年
以
上

宮
沢
比
奈
子
(
い
ま

か
ね
歯
科
ク
リ
ニ
y
ク
)

マ
五
年
以
上
佐
々
木
牧
子

(
い
ま

か
ね
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
)
今
野
洋
子
(
沢

持
活
)
博
木
佐
和
子

(
は
や
し
印
刷
)

渥
美
光
義
(岡
本
燥
機
)
笠
原
則
子
(佐

藤
ふ
と
ん
庖
)
久
保
田
直
子
(
や
ま
と

や
金
物
底
)
吉
田
和
子
(
楯
ほ
け
ん
堂
)
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一
・
今
金
中
学
校
生
徒
会
か
ら
畠
最
寄
せ

ら
れ
る

こ
れ
は
、
同
生
建
国
(
黒
土
色
雲

長
外
一
一
百
二
十
二
名
)
が
、
恵
ま
れ
な

い
人
や
削
っ
て
い
る
人
々
に
愛
の
予
を

ぎ
し
の
べ

、
自
分
速
の
心
が
通
じ
、
少

し
で
も
暖
か
〈
楽
し
い
お
正
月
を
迎
え

て
い
た
だ
こ
う
と
、
各
ク
ラ
ス
委
員
が

約
桜
的
に
弘
全
辺
動
を
さ
れ
た
も
の
で

す
。
生
徒

一
人
一
人
の
小
泣
い
の
中
か

ら
事
全
に
協
力
し
、
五
万
四
百
円
が
集

め
ら
れ
、
十
一
一
川
十
六
H
、
会
長
と
各

吾
氏
が
町
役
局
に
屈
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
各
部
H

市
町
内
の
点
々
か
ら

の
界
全
と
と
も
に
、
忠
ま
れ
な
い
多
く

の
人
達
へ
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

-
熱
の
こ
も
っ
た
町
再
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

第
四
同
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

十

一
月
三
ト
口
、
町
総
合
体
育
館
で
附

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
町
内
の
職
場
か
ら
男

干
十
二
チ
ー
ム
、
立
チ
六
チ
l
ム
が
参

加
。
ア
リ
ー
ナ
で
は
応
桜
に
か
け
つ
け

た
職
均
の
方
々
の
声
般
が
と
び
か
い
、

熱
気
が
ご
も
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す

V
羽
子
①
八
束
雪
小
A
③
ザ
カ
ン

ト
リ
l
ポ
イ
ズ
、
ザ
・
エ
イ
ト
マ
ノ

V
女
子
①
ヤ
ン
グ
7

7
②
八
束
安
r

金
位
協

Y
A
K
U
B
Aち
ゃ
ん

』

均一一

問自「
捕

》

凶

b
 

ポレR
 

酌
町
、

h
噌

4
l
'

制
限
じ

知
市

トヒベγクス=広級=

J 

-
散
や
踊
り
で
に
ぎ
や
か
な
農
村
婦
人
文
化
祭

恒
例
の
内
同
協
財
人
部

(太
悶
越
ミ
ネ
部
長
)

主
催
の
農
村
財
人
文
化
祭
が
十
一
一月
二
目
、
町

民
セ

/
タ
l
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
の

は
ん
し
町
内
の
農
家
の
主
制
や
者
安
ら
三
宵
五
-

人
。
各
地
民
の
鮒
人
部
が
趣
向
を
こ
ら
し
た
踊

り
、
神
丘
仙
台
地
区
鮒
人
部
の
録
制
劇
「
お
ら

た
ち
ゃ
邸
い
い
も
作
付
者
、
お
ら
の

一
年
を
み
て

く
ん
ろ
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
次
寸
勺
次
へ
と
逃
め
ら
れ
、
会
場
は
拍
手
と

爆
笑
の
辿
統
で
に
ぜ
や
か
な
一日
会
通
じ
ま
し
介
、
。

mwM¥
v
 

p
て

¥
V

-
上
手
に
で
き
た
劇
や
踊
り

神
丘
古
川
ム
円
に
あ
る
光
の
宅
千
凶
の
，
十
州
出
祭
が

十
一月↑一

イ
U
に
ぎ
や
カ
に
川
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
い
ハ
川
口
を
通
え
た
な
よ
間
的
小
は
応
般
に

か
け
つ
け
た
市
校
生
や
地
峨
の
人
た
ち
で
い
ゥ

ば
い
。
凶
生
た
ち
も
浴
衣
、
は
っ
ぴ
姿
の
ソ
l

ラ
ノ
節
や
刷
を
品
柄
。

um仙
榔
閉
門
し
た
成
果
を

充
分
発
附
押
し
、
会
開吋
は
笑
い
の
渦
と
拍
手
が

μ

き
や
か
仁
川
脱
い
て
い
ま
し
た
。w. 

竹

凶
畑
奈
津
美
町
吊

(友
明

二
立
)八

白
館
僻
詩
始
(
昭
博
長
主
)極

人rr 9.131 (-6) 
出 4.162(ー 8) 

'̂ 4，669 (+2) 
I!t 情 2.632(+ 1) 

(ll円 相lJMl)
自民法本台似/

京
子
%
(紀
道

二
立
)花

一七

紗
良
%
(
実
長
主
)
東
町

以
田
下
旬
由
者
野

(利
春

一立
)大
利
町

熊
沢
ゆ
か
り
%
(
誠
長
女
)
光
台

閣
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

出
問
山
川
知
イ
%
(
紀
夫

長
立
)京

町

石

判

セ

ン

好

六

十

七

歳

時

町

H
m
E幸町川
(信
辛
長
立
)八

点

H

刈
崖
孝
山
口
%

七
ヵ
月

間

代

他

符

菜

五

%
(俊
昭
長
立
)栄

町

菱

岡

綾

%

一

歳

昭

和

町

匂

片

ほ
L
A
M
(
仁
司
二
男
)
市
栄
町
梅
木
合
致
%

九

十

歳

稲

秘

坂
本

志

ぬ

%

(久
光
長
女
)金

保

加

我

去

止

U
A

六
十
八
歳
緑

町

小
中
嘩
紘
治
弘
(
由
治

二
川内)
南

栄

町

佐

様

車

吉

%

八

十

四

故

金

又

先
行
北
薦
作
占
亭
金
町
佐
場
代
市
v
o
l
-
-苦

塩
基
/
企
画
理
止
控
除

三住民の納態i
持品 一 一 一 ー一一一

自日
本

。
お
た
ん
じ
よ
う
び
お
め
で
と
う

伊
勝
由
香
旦
%
ご

夫
長
立
)
神

正

(12) 

川東


